20121216　1部礼拝
つまずきを与える災い(ルカ17:1-10)
　皆さんは何が一番、恐ろしいゾクッとすることでしょうか。人それぞれいろいろそういった内容があると思います。イエス様は今日、そういったすべてより恐ろしいことがあるというお話をしていらっしゃいます。それが何かと言うと人につまずきを与えること、それより悲しいこと、怖い、恐ろしいことはありませんとおっしゃっています。それを聞いて皆さんは「そうか。そうだったのか」とすぐに納得できますか。「人殺しの方がもっと恐ろしいことではないのか。親を裏切って反抗することの方が恐ろしいことではないのか」そのようなことを考えるかもしれません。でも、今日イエスさまはこのようにおっしゃっています。つまずきを与えてはいけない。つまずきが起こるというのは避けられませんが、でも、つまずきを与えるものは災いだとおっしゃっています。イエスさまが災いだとおっしゃっているところは何か所かあります。非常に恐ろしいときにおっしゃいます。つまずきを与えることは災いだ。どれほどなのかと言うと、もしその人につまずきを与えるのであれば、逆にその人の首に石臼をつけて海に投げ込まれた方がましだというほどです。よく考えてみてください。小さい子どもの首に石臼をつけて海に投げ込むというのはどういうことでしょう。殺すということです。それも殺意を持って確実に殺すということです。たまに映画やニュースなどにありますが、人を海や川に沈めるためには浮かばないようにおもりのような重いものをつけます。それは殺すためです。なんと恐ろしい、悲しいことでしょうか。でも、人につまずきを与えることはそれより恐ろしいとおっしゃいました。最悪だとおっしゃいました。だから、災いだと。あなたがたはそうしてはいけないとおっしゃっています。皆さん、そのように考えたことがありますか。人殺しよりもっと恐ろしいことが人につまずきを与えることと聖書ではおっしゃっています。いったい、つまずきを与えるということはなぜそれほど恐ろしいこと、なぜそれが災いにあたることなのか、そんなに悪いことなのかということです。なぜイエスさまはそのようにおっしゃったのでしょうか。いったい人につまずきを与えるということがどういうことなのでしょうか。今イエスさまは、当時のパリサイ人、他のユダヤ人の宗教者などを念頭に置いておっしゃっています。彼らは彼らなりのルールを持って、また自分なりには聖書を守るつもりですが聖書とは全く関係ない律法をしっかり握っていて、自分なりの伝統や倫理の基準などを握っていて、ものすごく素晴らしいお話、理論などを展開しながら、要は人々が唯一生きることができるイエス・キリスト、唯一神様から与えられている人が助かる道、唯一の希望である福音の方に来ることを邪魔していました。その人の言うことややっていることなどがよいか悪いかではありません。その結果、つまずきを与えるということは、イエス・キリストを見ることができないように、イエス・キリストでない、福音ではない違うところに行くようにしてしまう、それをつまずきを与えるというのです。それが人の首に石臼をつけて海に投げ込むことより恐ろしいことです。もしつまずきを与えるのであれば、そちらの方がましであるとおっしゃっています。つまずきを与えることがこれほど恐ろしいことであるということが聖書の言いたいことであるしメッセージです。今日、礼拝を捧げている皆さんは心の中にしっかりと刻んでおいてください。この地球上、一番恐ろしいことは何かと言うと津波が襲ってくることではありません。地震が起きることでもありません。つまずきを与えることです。つまずきを起こすことです。そのように皆さんの中に整理して心にしっかりと刻んで握っていなければなりません。そうすることによってこれから私たちがどのように生きていくべきなのか、何を基準にしてこれから勝利の人生を歩むことができるが、そういうことが開かれるようになりますので。
　
なぜイエスさまはこれほどおっしゃっているのでしょうか。つまずきを与えるものは災いだと。死ぬときまで忘れないでください。首に石臼をつけて海に投げ込まれることも大変不幸でしょうが、つまずきを与えることが災いだと言います。本当の災いはつまずきを与えることです。そのことに対してクリスチャンの私たちはまず感覚がないといけません。それに対して電気が私たちに走るかのようにビリビリという衝撃を受けないといけません。なぜかというと、倫理や道徳などをはるかに超えて神様から罪人である私たち人類、人間に与えられた助かる道、福音、キリストは絶対的で唯一な人生の解答、答えです。その意味がよくわかっていなければいけません。福音というもの、キリスト、イエスはただの答えではありません。宗教の一種ではありません。人類の、一人一人の人生が助かり、本当に幸せになるための唯一の希望であり、しかも絶対的な希望です。それに対して今、つまずきを与えてはいけません。それを災いだとおっしゃっているのは「そのことがわかっているのか」と問いかけていらっしゃることです。そのことに対してわかったときに体全体に電気が走るような感覚にならないといけません。本当に私たちの人生が何なのかわかっているとすれば、人生とは何でしょう。ただ一生懸命頑張って、まじめに勉強してよい子になり、よい大学に入り大手企業に就職して、安定した結婚をし、子どもが生まれ、そこそこの家庭を築く、それが人生でしょうか。また、そのとおりになるのでしょうか。形がそうであってもその中身に本当の幸せがあるのでしょうか。人生はそういうものではありません。神様は最初から人をお造りになりました。神様が人を造るときに他の犬や猫のような動物とは違って人間だけは神様と交わりができる、神様と通じる、神の祝福をいただいて神様に「感謝します」と返事ができる存在、たましいのある霊的な存在として造られました。それが神のかたちというものです。何かが進化して猿が人間になったと言う話はでたらめであって、最初から人間というものは尊い特別な存在として造られました。言葉を変えますと人はパンだけで生きるものではありません。人は必ず、人をお造りになりました神様の元にいて神から与えられる祝福、神を信じる信仰によって生きるものであるし、幸せになれる者です。魚は水の中を泳ぐとき、鳥は空を飛ぶときに、木は土の中に根を下ろしているときが一番、ハッピーです。もちろん、他の動物や植物にはハッピーというのはありませんが、それと同じように人間というものは最初から神様とともにいる存在として造られたので、神様と一緒にいるとき、神様とともにいるときに人は真の幸せになるし、また、すべてに打ち勝って勝利できるようになります。自分の限界を乗り越えることができるし、四方八方から攻撃を受けることがあってもそれに打ち勝って勝利することができます。人間は自分で自分の力で幸せを手に入れたり、人生を克服して勝利できるような存在ではありません。人は霊的な存在です。それが本当にわかれば、人間は他の理由はありません。神様と出会わなければいけません。神様に祝福されないといけません。神様を信じる信仰を持たないといけません。そうでないとまるで水から飛び出してしまった魚のように苦しみつつ枯れて結局死んでいくしかありません。なぜ世の中に、私たちの人生の中に、私たちの周りに、家庭の中にこれほど問題が多いのか、これほど悲しいことが不幸なことが多いのか。なぜ人生こんなに辛いのか。その本当の問題、理由がわかるなら、神様から与えられている福音、イエス・キリストが唯一であり絶対的な希望であるということがわかるようになります。いろいろな不幸があります。精神的にも肉体的にも、また自分なりには頑張っているのに事故が相次いで、そして、ある人は生まれたときから家庭環境そのものがぐちゃぐちゃであったり、自分でやったことでもないのに様々な問題、不幸を患っているのですが、本当の問題はそうではありません。その根深いところに神のかたちに造られた人間が神を失い、その理由は聖書にこう書いてあります。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。罪を犯して神に背いて神から離れた結果、目に見えない悪魔、サタンというものに人生を捕らわれて、自分ではどうすることもできない運命の力に捕らわれるようになりました。これが本当の問題です。本当の問題が本当にわかったとすれば話は変わると思います。ですから、つまずきを与えることは、イエス・キリストの方に行けないように、福音を邪魔することです。それがなぜこれほど恐ろしいことなのかがわかるようになるでしょう。人の本当の問題が何かがわかれば答えは一つしかありません。そのメッセージ、証拠がこの聖書にある、特に旧約の聖書がその内容です。前にもお話したように旧約の聖書は、創世記からマラキまでの歴史が書かれています。その分厚い聖書の歴史が書物になって書かれて私たちに伝わってきた本当の理由は何でしょうか。「ほら見なさい。人に希望はありません。どんなことがあっても、何が起きても、どう頑張ってもだめなのだよ」。これが旧約のメッセージです。皆さんも今までそれを経験してきたのではないでしょうか。一時的、瞬間的に「良かったな、うれしいな」というのはあるかもしれません。でもそれは人生の答えになることではありません。問題を解決して私たちを本当に幸せにしてくれるようなものは世の中に存在しません。目に見えるものであれ、目に見えないものであれ。いつも申し上げまずが、今、一生懸命勉強して社会に出る準備をしている学生さん。その勉強は頑張らないといけないでしょうが、その勉強が希望になるようなものではありません。それが皆さんを幸せに、この社会を幸せにすることと思って勉強に励んでいるのでしょうか。それは勘違いです。今まで勉強がよくでき、勉強したから、学歴が優れているからこの社会を助けたという人間はいません。それはそれが悪いという意味ではありません。人の本当の問題が何かわかっていれば、そのようなことでは人の問題は終わらないということです。何をどうしても何が起きてもどんな人間が現れても希望はありません。それが旧約のメッセージです。それが人の問題です。人の本質です。それが本当にわかれば、本当にそうであれば人生の答え、私たちが助かる道、人類の自分の人生の希望になるものは一つしかありません。地上には、世の中にはありません。人にありません。政治にもありません。教育にもありません。神様以外には希望はありません。神からその私たちを愛して、私たちが滅びることがないように神様が助けの手を伸ばしました。それを福音と言います。福音はそのような絶望、まったく不可能である淵の上に与えられたものです。いろいろな宗教の中にキリスト教もある、そういうことではありません。そうならば、答えは、道は1本しかありません。神から与えられました福音、「私がその問題を解決しあなたがたを助けるための救い主、メシヤを送る」と。そのメシヤがギリシャ語ではキリストです。救い主と言う意味がキリストです。そういうことで神様はイエス・キリストを私たちのために地上に送られました。そのキリストが来られた日をクリスマスと言います。クリスマスはなぜイルミネーションがピカピカしているのでしょうか。24日のクリスマス礼拝のときにも申し上げるつもりですが、それは実は人類に希望はない、真っ暗だったそこに光が現れたという意味なのです。どこに希望があるのでしょうか。皆さんは何に、希望を託して何を求めていらっしゃるのでしょうか。オンリー福音、キリスト、イエスの他には道はありません。光はそれしかありません。答えはそれしかありません。希望は唯一1本しかないのに、それを隠してしまうとパーです。わかりますか。つまずきを与えるということが。世の中には必要なものがあるし、また立派な理論もあるし優れた人間もたくさんいます。それを悪く言うつもりはありません。ただしっかりとわきまえないといけません。それは福音ではありません。希望ではありません。光ではありません。皆さんの子どもがどんなに才能が優れ、一生懸命磨き大変な専門家になりノーベル賞を受賞するような人間になったとしてもそこに希望はありません。それと希望とは別の話です。イエスさまは今、聖書は今、私たちにそれを訴えているのです。
絶望の中で唯一希望として、真っ暗な中で唯一光としてイエス・キリストが現れました。与えられました。だから、そのイエス・キリストの方に行くこと、イエス・キリストを信じること、福音を曖昧にして福音を曲げてしまったり、福音から遠ざけるようなことは人殺しより恐ろしいことだ、災いだとイエスさまはおっしゃっているのです。そういう意味で皆さんは結論で申し上げますが「良かったな」という感謝がないといけないし、「そうだ。唯一の答えであり絶対的な答えなのだ」という衝撃が皆さんの中に走らないといけません。そうではないでしょうか。水に水を入れたような感覚で「まぁイエスさまを信じます。私はクリスチャンです」という感じでしょうか。福音は神から与えられている人類の絶対的、また唯一な答えですので、その福音を隠し福音を邪魔する、それがつまずきを与えることですが、それより大きな災いはありません。そして、それはサタンの策略でもあります。サタンのすべての策略の確信ポイントはこれです。キリストを隠すことです。ときには光の天使のように変装して現れ、ものすごく感動的な話、ものすごく立派な理論を取り上げて、それからキリストが見えないようにします。そちらのほうによいことがあるかと思って、イエス・キリストの方に行くべき人々がそれを邪魔されます。パリサイ人は今そのようなことを自分では意識はないでしょうがしているのです。律法や自分なりの伝統や信仰を持っていて、人々にそのように教え、今、イエスが、希望が、ゴスペルがここに来ているのにそれを見ないように、それを邪魔しながら。結局、パリサイ人の教え通りに行きますとどんどん、どんどんイエスから離れていくようになります。それがどんなに立派な理論であろうが。理解できますか。サタンの策略なのです。それでこれがわかっていて、この衝撃が体中に走っていった経験のあるクリスチャンはこう言います。パウロのように。ガラテヤ1章9節を見ると「私があなたがたにお話して伝えた福音以外の違うものを伝える者は、もしそれが天使であったとしてものろわれるだろう」という表現をしています。そのような意味、その重さなどが理解できるでしょうか。イエスさまもそのようにおっしゃいました。怒りを露わにしていました。イエスさまは愛の神様なのにこれに対しては怒りを露わにしていました。それでパリサイ人などに向かって「まむしの子らよ」とおっしゃいます。「まむしの子らよ」という意味が、今の私たちにとってはどれほどの悪い表現なのかはよくわかりませんが、当時のユダヤの世界ではもっとも最悪な悪口であったようです。それを使いました。なぜでしょうか。彼らはつまずきを与えているからです。自分自身は偉いと言いながら、人々がイエス・キリストを信じることを邪魔していました。それから、ある日、神殿に昇られたときにそこでやっていることを見ました。そこにイエスは存在しません。その神殿をむちを持って片付け掃除され、ものすごい怒りを覚えてそのようなことをなさいました。なぜかというと福音を邪魔して隠す、つまり、つまずきを与えることより大きな災いはありません。

それならば、私たちはこれからの残りの生涯、この福音を自分の中で絶対的な基準にして生きていかなければいけないのではないでしょうか。それが神様が私たちに言いたいことです。そこに本物の勝利と本当の神の力が現れるようになります。福音をただ理解している知識や、日曜日に暗唱する内容ではなく、自分の人生で自分が良かったと思うくらいに留まらず、絶対的な基準にしないといけません。今までは皆さんの中で笑ったり泣いたり、あるいは悲しくなったりうれしくなったり、すねたり喜んだりなどいろいろな基準がありました。人を非難したり、あるいはほめたりするためにも基準がありました。そういった基準をすべて下して、基準をその福音にしないといけません。絶対的な基準です。
そういう意味でイエスさまは次に弟子たちにこのような話をされました。もし、兄弟があなたに罪を犯したなら彼を戒めなさい。なぜ戒めるのでしょうか。いのちの道へ、救いの道へ案内するために。それで彼が悔い改めたのであれば彼を許しなさい。それで、仮にあなたに対して1日7度と言いました。ユダヤ人には数字の一つ一つに意味があります。７の数字は無限大と言う意味もあります。だから必ず7度で、8回からは許さなくてもよいという意味ではありません。1日7度罪を犯すというのはどういうことでしょう。許せるのでしょうか。嘘みたいでしょう。「私は間違いました。悔い改めます」と7度同じことを繰り返したら、それは嘘っぱちのように見えるでしょう。そうだとしても許しなさい。許してあげなさいとおっしゃいました。理由は何でしょう。福音が何かわかったときに、つまずきを与えることがどういうことなのかわかったときに、人が生きる道、人がたどりつくべき答えは1か所しかありません。1個しかありません。そこを隠してはいけません。あなたがたは復讐の思いで、あなたがたのプライドや自尊心や、あるいはあなたがたが持っている基準やルールなどによって、正しい正しくない、許せる許すことができないとしていて、結局、問題はそれではなく、この人が助かる、救われる唯一の道があるのにそこが邪魔されるのです。だから、イエスさまが1日7度罪を犯して悔い改めても許しなさいと言うのは、人格的な話ではありません。私たちの心が海のようにとても広いからすべて受け入れて許しなさいとか、そんなものではありません。そういう意味ではありません。福音以外には生きる道がないでしょう。どんなに罪を犯し、何回罪を犯したとしても、その人が悔い改めるのであれば、その人がイエス・キリストの救いの祝福の方に正しく行けるチャンスなのだからそれをつぶしてはいけない、それが基準です。何度許すかが、またどれほどのことは許して、そうじゃないものは許せないというのが基準ではなく、いつでも悔い改める者であれば1千回でも1万回でも赦しなさい。なぜでしょうか。彼はイエスを信じないといけないからです。あなたのプライドのためにそこをつぶしてはいけないということです。言葉を変えるとこういう話です。ものすごく簡単に申し上げると本当に道はイエスしかないのか。本当に希望はイエスしかないのか。そうならば何回罪を犯しても、どんな罪を犯したのかと関係なく行くべきところはそれしかないでしょう。許しなさいと言うのはそういう意味です。

このような話をしていたら弟子たちがそれを聞いていました。まだ理解できていません。どのように反応を示したのかと言うと「主よ。私たちの信仰を増してください」と言いました。その話を聞いていたら「1日7回も同じ罪を犯して悔い改めますと言われても許せるか。絶対にできない。あり得ない」と思っていて、それは今の私たちの信仰のレベルでは難しいので「イエスさま、信仰を大きく増してください」と言ったのです。そのときにイエスさまがお話をしました。「もしあなたがたにからし種のような信仰があったとしても、この山を動かすことができるでしょう」と言いながら、次にこのような話をされました。もししもべが畑の仕事が終わって帰って来たときに、今とは違います。昔の文化を考えてください。その家の家主がしもべに向かって「お疲れ様。早くここに来て食事をしなさい」と言うでしょうか。そうしないでしょう。しもべですから。逆にどんなに疲れていても「私の食事を用意しなさい」と言って、彼らもそれを当たり前だと思うでしょう。彼らは主人のためにやるだけのことやって「私は役に立たないしもべです。為すべきことをしただけです」と当然に当たり前に言うでしょう。なぜ「信仰を増してください」と弟子たちが言ったことに対してこのような話をされたのでしょうか。今、弟子たちはこれが信仰が大きいか小さいかの問題だと思っていました。でも、イエスさまがおっしゃっているのはそのような話ではありません。道は、希望は1本しかないのではないか。それをわかるのか。唯一で絶対的でしょう。だから、信仰の大きいか小さいかに関係なくそれしかありません。それが理解できていないのではないかと言う話です。しもべの話をしていたのは信仰の大きさ、小ささではなく、1本しか道がないのだから当然で当たり前のことではないのかということです。信仰が小さいからできるとかできないとかいうものではないでしょう。わかりますか。ここに光は1本しかありません。信仰が小さい、大きいではなく1個しかないのでそこに行くしかないのではないでしょうか。信仰の大きさ関係なく、当たり前で当然のことでしょう。道は、希望はイエス・キリスト、福音以外には本当にない、それ1本しかないという答えが出ているのであれば、こういう返事はなかったでしょうという話です。「イエスさま。それは無理です。私たちの信仰のレベルでは無理です」。今これは信仰のレベルの話ではありません。「では他に道があるのですか。他に希望があるとあなたは言うのか」とおっしゃっているのです。そういう意味です。しもべたちは主人がおっしゃるとおりに従順してやるだけです。そういう話です。当たり前なことです。つまり、これは1本しかないので迷うこともないし、信仰が小さい大きいといった言い訳もないし、選択の余地がまったくないという意味です。ですから、福音そのものを私たちは絶対的な基準にしてください。他にはないので。ただ、なぜそうならないのかというと、なぜこんがらがってしまうのか、なぜ弟子たちのように「信仰を増してください」といろいろな言い訳や文句があり、いろいろな話が付け加えられるかと言うと、もしかしてつまずきを与えることは首に石臼をつけて殺すより恐ろしいことなのだ。なぜかというと、この福音、イエス・キリストのいのち以外には他に道はない、それが本当に唯一絶対的な答えだということにまだ理解がないからではないかという話です。これは知識のレベルと関係あるものではありません。実際そうです。人の問題が何か本当にわかれば、人生なぜこんなに不幸なのかその本当の理由がわかれば。人生と言うのは何なのかと、学校で教えられていた、テレビ番組で言っているようなことではなく、聖書が言っている人生、人間とは何なのか本当にわかれば道は1本しかありません。「世界中でこのイエスの御名のほかに私たち人間が助かる名は与えられたことはありません」「わたしは道であり真理ありいのちなのです。わたしをとおしてでなければだれひとり父の御許に来ることはありません」それでイエスさまは自らおっしゃいました。「すべて疲れて重荷を負っているものはわたしのところに来なさい」他には道がありません。神様が皆さんにこのような恵みを与えられることを祈りたいと思いますが、このことが皆さんの心の中心にぶつかってくることを祈りたいと思います。パウロはものすごく頑固な人だったのでよみがえられたイエスさまが自ら光として現れ、そこでパウロは衝撃が走りました。「そうだったのか」とパウロは変わりました。パウロの基準は「私が刑務所に入るか、あるいは楽な生活をするか。それが基準ではありません。またユダヤ人にはユダヤ人のように。異邦人には異邦人のように。弱い者には弱い者のように。律法ある者にはある者のように、無い者には無い者のようにする。カメレオンのように。言葉を変えると自由でどんなことにもつまずかないし、捕らわれることがない。理由はそのようにしてどうしてでも一人のたましいでも救いの祝福に預かることができればそれを選ぶ」と基準が福音でした。自分が律法のように、あるいは律法がないように、だから、かたくなになって人間的に自分に基準があり、絶対に譲らないというものがある方々は、もしかして「イエス・キリストだけが、神から与えられている福音、十字架の福音以外には絶対に道がありません。絶対的で唯一の希望です」と言う告白ができていないか、その意味がわかっていないからではないでしょうか。他は基準がありません。持っていれば持っているほど、それこそつまずきの理由になります。柔和な人でないといけません。柔和な人とは何でしょう。粘土のようにスポンジのように、神様が自由自在に何ものにもひっかからない、つまり、基準がありません。基準はオンリーイエス、福音です。この福音が明らかになるのか、福音が崇められるか、福音が宣べ伝えられるか、福音に有利なのかどうかが基準です。他は基準ではありません。肌色が黒いか白いかなども基準ではありません。これだけです。つまずきを与えるものは災いだとおっしゃっているその意味を弟子たちはまだ理解できていませんでした。それでイエスさまは、しもべのたとえ話をしながらおっしゃいました。「当たり前で当然なことなのになぜ『信仰を増してください』と言うのか。本当にあなたがたはイエス以外には道がないと、本当に道は1本しかないと告白しているのか」と問いかけていらっしゃいます。そうならば信仰が大きい小さい関係なく、当然それしかないのではないか。選択の余地がないのではないかという話です。そのときから神様は今までに経験したことのない新しい世界を開いて私たちを進ませるようになります。そのときまではまるで荒野をグルグル回っているようにこれもあれもぐちゃぐちゃ混ざって、いつでもぐちゃぐちゃなのです。すっきりしません。テレビを見ていても4チャンネルを見てください。そこに「スッキリ」があるから。クリスチャンはすっきりしないといけません。いろいろな理論、いろいろなことがあります。でも、それは全部真っ暗な中に一緒に葬られます。見えるのは1個しかありません。真っ暗な中に大きな星が現れ「ノエル、ノエル」と賛美しているようにそれしか見えません。どんな理論、思考、どんな立派な感動があれ全部、闇の中に隠れて葬られていて、見えるのは1個しかありません。希望はイエス・キリストしかありません。私たちのために代わりに十字架で死なれ、悪魔の頭を踏み砕いて勝利された、まったく罪のない真の神様であり、救い主イエス・キリスト、そのキリストが来られました。その方がイエスです。それ以外には道がありません。道は1本しかないのでそればかり見ればよいのです。だから、もし1本しかないのにそれを隠してしまうと終わりではないですか。それより悪いことはないのではないでしょうかという話です。ぜひ神の恵みによってそれらが理解できる霊の目が開かれることを祈りたいと思います。今週1週間、また残りの生涯、ぜひ皆さん、神様のこの問いかけ、質問の前に立ってみてください。皆さん、自分自身に対して。いつも客観的にお話を聞くだけではなく、本当にイエス・キリスト、福音だけが希望なのか。その他に人生の答えはないのかと聞いていらっしゃるのです。今、その質問の前に立ってみてください。そして、返事をしてください。「アーメン。そうです」と。そのときから変わります。

そうならば、これからは基準は福音です。その神様の質問、問いかけに私が「アーメン」と答えるのであれば基準を取り換えましょう。皆さん、どのような基準があるのでしょう。人を見るときにも、自分自身を見るときにも自分なりに基準があります。その基準を取り換えましょう。福音の基準に。福音のために福音が現れて、その人が福音の祝福に預かることであれば１千回罪を犯したとしても、1千回悔い改めたとしても許すのです。その人が福音を預かるようになるために。基準はそれしかありません。他は全部、申し訳ありませんがくだらないものです。全部崩れていかないといけません。それが逆に福音を邪魔する、つまずきを与えるものになります。

それから、逆にこのように決心しましょう。つまずきを与える者にならないようにというだけでなく、かえってそれがそれほど災いであれば、逆にひっくり返してこの福音を明らかにし、福音を宣べ伝えて、このイエス・キリストを宣べ伝えてお証しするようになれば、それはなんと幸いな祝福されることでしょうか。逆に考えればそうなるでしょう。「つまずきを与える者は災いだと言われるのであれば、私は残りの生涯、もっと積極的にこの福音を明らかにお証しする伝道者として残りの生涯を生きていきます」と決断してください。しかもそれを当然なものとして当たり前に。

それから、「伝道者としてイエスさまのことをお証しして生きていきます」という決断に対して、何か邪魔になるような理由などがあれば、それはすべて下しましょう。それは理由になりません。なぜでしょうか。それは当たり前です。選択の余地がありません。絶対的なものです。下しましょう。私がやりたいことがありますが、私はこれが専門ですが、その専門のために伝道者の決断に理由になることはありません。皆さんは伝道者として生きていくと遊びもできない、お酒も飲めない、やりたいこともやれないと思うかもしれません。違います。だから、決断していないのかもしれません。まず答えはこれしかないので決断して遊んでください。決断を持ってお酒を飲んでください。決断を持ってやりたいことをやってください。そのやりたいことのために決断を避けてはいけません。選択の余地がないのです。でも、サタンは巧妙にそれを邪魔します。「もし私が伝道者として本当に決断してすべてを捧げますとなると、まるで今まで楽しかったすべてが全部が奪われるかのように勘違いしますが違います。ある程度それを併合しながらする方が逆に難しいです。決断をしてください。選択の余地がありません。福音が基準です。皆さんの小さな頭でいろいろ計算したり頭を回したりしないでください。決断してください。それから、やりたいこと遊びたいことをやってください。そのあと修正するのは後にやりますので、修正されなくてもまず決断してください。一生懸命勉強すること、それは望ましくありません。この勉強がうまく行くために祈ること、それもそんなに望ましいことではありません。勉強がどうなるか関係なく祈ることです。決断を持って祈って、そして、その祈りをもって勉強します、違うでしょう。なぜそれを全部バラバラに分けて考えるのでしょうか。違うのです。それこそ頭が悪い証拠です。勉強のために祈る、あるいは勉強のために祈りができない、勉強のために礼拝ができない、仕事のために礼拝、信仰を守るのが難しい。仕事のために信仰を守るのが難しいのでしょうか。それでは人生守れません。それは仕事をやらないで信仰を選びましょうという意味ではありません。しっかりと信仰に立って、決断はもう選択の余地がありません。道は1本しかないから、イエスの福音を握ってそれを感謝しながら、この福音をお証しをする祈りをもって仕事をやればよいでしょう。それから勉強すればよいでしょう。それはどんな仕事、どんな勉強であれ関係ありません。なぜ仕事のために祈りができない、あるいは仕事のために祈るのでしょう。祈って仕事をしてください。選択の余地がありません。基準は福音です。「忙しいからもうできない」。違います。だまされることです。忙しいからダメであれば、その忙しさのゆえにつぶれてしまいます。そうではなく、忙しいから余計に祈らないといけないし、忙しいかどうかの前にまず祈ってください。まず伝道の決断をしてください。それから、その忙しさは忙しさなりについていけばよいです。ですから、この福音を絶対的な基準にしてこれを逃すことがないようにしてください。
最後にもう一度言います。神様は皆さんに問いかけていらっしゃいます。本当に道はイエスしかないのかと。それを基準にして、これから善悪、正しい正しくないも全部それを基準にして判断するようになります。それから、政治に無関心というのはよくありません。ただ私たちは政治がどう変わろうがそこに希望を託しているものではありません。政治家の中に本当に道は1本しか、イエス・キリストしかありませんと告白できるものを政治家にして送り出すしかありません。それは揺れてはいけません。それを中心にして皆さんのすべてを再度、整理してみてください。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も世の中の人は知ることも、理解できない福音のお話を心から感謝します。どうかつまずきを与える者がなぜ災いだとおっしゃったのか、その意味を考えてイエス・キリストの福音が唯一、また絶対的な道であることに真心からぶつかって、それに衝撃が走る恵みを一人一人に与えてください。そして、自分の内側から基準を取り換え、福音を基準にして伝道の決断を持って祈ることができるように一人一人を祝福してください。他のいろいろなことに惑わされることがないように芯がしっかり立つことができるように一人一人を祝福して守ってください。霊の目を開いてください。
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